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の結果を示す。ここでρは空気密度,Vは風速である。
Fig_4か らはタワー Lハブ無(case2)の場合,抗力係数

はα=90° で最大 1.2で,建築基準法の 1.2や CJl′2003
の 1.3と近い.ハブが付く(case4:)と α=90° |こ対して

非対称な分布となりα=80° で最大で 1.4と なる.ま

たハブの影響は最大で 23%程度 (α =75° )の増カロであ

る。逆に 45° 以下ではハブは抗力係数を小さくする方

に作用している.またナセルがタワー Lにあるとき

(case2),地面上に設置されている場合(casel)に比較し

て抗力係数は最大で50%程度大きくなることがわかる.

揚力係数に関しては,ハブがあると(case4)風向角0～

90° ハブ無しの場合 (casc2)に比較してほぼ倍になつ

ておリハブの影響は揚力係数で大きいことがわかる。

41 2 ナセル長さの影響 一方Fig.5には代表面積
として式(2)で示すハブまで含めた投影面積を用いた。

∠0=年十朋
このように空気力係数を定義すると抗力係数,揚力係
数ともナセルの長さによるばらつきが小さくなり,そ
れぞれiV3)でほぼ包絡することができる。

抗力係数 :cDO=058-042c∝080+命  G→
揚力係数 :Q(α )=-0.7sh(2α )(0° ≦α≦90°)(3b)
Qレ )=-0.45 sin(2α )190° <α≦180° )OC)

G授003や基準法の代表面積は見附面積を用いてい

る。代表面積として式(4)のような等価見附面積を定義

すると,空気力係数は F七.6のようになる。
И
(α )=1/s coS司十14Sind    14D

図中には平均抗力係数1.2および1.3を破線で示すが,
これらの値は安全側の評価になることがわかる。

5.ま とめ
すセルの平均抗力係数および平均揚力係数の迎角変

化を表す実験式を新たに示した。また,従来用いられ
てきた平均抗力係数 1.2あるいは1.3は安全側の評価に

なることが確かめられた。
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